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鹿児島県の概要

•人口 1,548,684人 （令和5年10月1日現在）

•面積 9186.18km２

•東西長 272.3km
•南北長 588.1km
•有人離島 28

•保健所数
中核市型 １

県型 13
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アルコール健康障害に関係する鹿児島県の現状

• 成人一人あたりのアルコール消費量は，毎年，全国平均を
上回っており，アルコール消費が多い。

• 消費する酒類の特徴として，焼酎が３割を占めている。
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鹿児島

全国

令和4年度
酒類別成人一人あたりの酒類販売（消費）数量

焼酎 リキュール ビール

発泡酒 清酒 その他

平成29年度平成30年度令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

全国 80.5 79.3 78.1 75 74.3 75.4

鹿児島県 81.9 83.3 88.2 80.6 82.6 88.8

鹿児島県
の順位

14位 12位 ７位 11位 14位 ７位

国税庁「酒のしおり」

単位：ℓ
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鹿児島県第２期

アルコール健康障害対策推進計画

令和６年３月策定

計画期間 令和６年度から令和10年度（５年間）
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鹿児島県第２期アルコール健康障害対策推進計画

第４章 基本的施策

１ アルコール健康障害の普及・啓発
２ 不適切な飲酒の誘因の防止
３ 健康診断及び保健指導
４ 相談支援等
５ アルコール健康障害に係る医療の充実等
６ アルコール健康障害に関連して生ずる社会問題への対応
７ 社会復帰の支援
８ 人材の確保等
９ 民間団体の活動に対する支援
１０ 調査研究の推進等
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１ アルコール健康障害の普及・啓発
（１）学校教育等→学校職員や学校保健関係者対象の講習会

→教育委員会等への通知

→生徒対象の啓発教育（県薬剤師会委託）

（２）家庭 →県PTA連合会を通じた保護者への啓発

（３）職場 →「健康かごしま２１通信」等情報発信

→安全運転管理者等講習にて情報発信，アルコールチェックについて周知

（４）若い世代 →通知を学校に発信

→若者向けゲートキーパー養成研修等においてアルコール依存症問題を盛り込む

（５）女性や妊婦

→市町村による母子健康手帳交付時に保健師が飲酒状況を確認し，保健指導実施

（６）高齢者層 →特定健診・特定保健指導推進研修にて従事者へ講話

→HP掲載

（７）広報・啓発 →街頭立哨，ポスター掲示，リーフレット配布

→保健所における家族支援教室（R5実績：２保健所 家族対象 １カ所支援者対象）

赤字：住民等対象青字：従事者対象・間接的啓発
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鹿児島県担当者会議資料
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２ 不適切な飲酒の誘因の防止

（１）不適切な飲酒を誘引することを防ぐ広告・宣伝の周知

→キャンペーン実施・資料配付
→小中高等学校での非行防止教室等で
２０歳未満の飲酒防止に関する広報

→相談者に断酒会・AAの活動紹介
（２）２０歳未満への販売・提供の禁止の周知徹底

→酒類販売業者への広報
→風俗営業管理者等に対する周知徹底
（管理者講習年約４００件）

（３）少年補導における指導等の推進（警察）

→R6年中の飲酒による少年補導は約９０件
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３ 健康診断及び保健指導

（１）特定健康審査及び特定保健指導の実施率向上

→受診勧奨のための情報発信
（２）アルコール健康障害に対する保健指導の技術力向上

→従事者対象の研修
→県担当者会議でAUDIT 及び ブリーフインターベン

ションについて説明

→産業医研修会で医師対象にアルコール健康障害治療につい
て説明

（３）アルコール依存症の疑いのある者と専門医療機関へつなぐ連

携体制づくり

→相談拠点は精神保健福祉センター
→依存症治療拠点機関や依存症専門医療機関をHPに掲載
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４ 相談支援等

（１）相談拠点としての精神保健センターの取組

→本人や家族の個別相談
→依存症専門医による依存症相談や依存症家族教室
→保健所・市町村・自助グループとの連携

（２）地域における相談支援体制

→保健師による相談・訪問，受診同行，受診調整
→特定健康診査・特定保健指導推進研修会開催
→パンフレット等配布
→警察における安全運転相談

10



R５実績（鹿児島県精神保健福祉センター所報：R5）

実数：前期６人 後期３人
延べ人数：前期14人 後期６人
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５ アルコール健康障害に係る医療の充実等

•依存症専門医療機関（４）及び依存症治療拠点機
関（２）指定，県ホームページ掲載

•かかりつけ医うつ病対応力向上研修会（産業医研
修会）のテーマの一つとしてアルコール健康障害
を取り上げた。

•健康サポート薬局の設置推進

かかりつけ薬剤師・薬局の基本的な施策を有し，地域住民による主体的な健
康の維持・増進を積極的に支援する薬局
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アルコール依存症専門医療機関（○）における
R5依存症回復プログラム参加者実数:683名

（鹿児島県保健福祉部障害福祉課調べ）
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６ アルコール健康障害に関連して生ずる社会問題
への対応

（1）飲酒運転をした者に対する指導等
→相談窓口の案内（自動車教習所）
→長期停止処分者講習（公安委員会）
→運転免許取消処分者講習（公安委員会）

（２）暴力・虐待・自殺未遂等をした者に対する指導等

→相談先の案内
→従事者研修会
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７ 社会復帰の支援

（１）アルコール依存症からの回復支援

→家族教室開催
→従事者研修会開催

（２）就労及び復職の支援

→関係機関の紹介
→離職者向け職業訓練
→アルコール依存症者が活用できる制度の案内
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８ 人材の確保等

→従事者研修会開催
→国等の研修会の案内

９ 民間団体の活動に対する支援

→セルフネットや断酒友の会の定例会等の開催協力
→家族教室参加者への紹介
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支援機関

（プログラム・教室）

当事者
依存症専門医療機関及び依存症治療拠点機関等

家族
精神保健福祉センター

保健所（１カ所）

（個別支援）

保健所・市町村
依存症専門医療機関及び依存症治療拠点機関等
精神保健福祉センター
学校・児童相談所等

ご清聴ありがとうございました。
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